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みやとなな リラックス いちょうの路とジュゼ 同じポーズ 

初めての海！ 見つめる瞳 れんげ畑が似合うでしょ！ ここが快適 

ポカポカお昼寝、チャルソック休憩中にゃり always smiling 今を見つめて 

 

 

 

 

 

２０２３年９月２３日（土）に『令和５年度「動物愛護のつどい」セミナー』をキラリエ草津「草津市立市民総合交流

センター」で行いました。 

講師に、ドッグトレーナー歴２５年、立命館大学人間科学研究部の高山仁志さんをお招きして、ドッグトレーニン

グの今までとこれからを、行動の科学に基づいて楽しく、分かりやすく紹介して下さいました。 

 

わんにゃん広場 
 

№1１１ 
令和５年１１月 15日 

（一財）滋賀県動物保護管理協会 

滋賀県湖南市岩根 136-98 

☎0748-75-6522 

全国の愛護・保護センター・愛護団体または個人間で譲り受けた犬・猫の心温まる写真を通じて、写真を撮る側、

見る側双方が、動物愛護の精神を培うことを目的に写真を募集したところ１４１点の応募があり、優秀作品１２点が

選ばれました。これらの優秀作品は「２０２４うちの子自慢フォトカレンダー」に掲載されます。 

2023 うちの子自慢フォトコンテスト～命のバトンタッチ～優秀作品 

🐾表紙 譲渡候補猫の紹介 

🐾令和５年度「動物愛護のつどい」セミナー 

写真：たきち みさと氏 

今号の内容 

🐾愛犬・愛猫の診察や治療がスムーズにできるために 

🐕イヌとヒトが楽しく暮らすために🐕 

～行動と科学のトレーニング～  

令和５年度「動物愛護のつどい」セミナーを開催しました 

※譲渡候補猫はすでに譲渡されている場合があります。詳細は協会ホームページでご確認下さい。 

今号に掲載していない譲渡候補犬・猫の情報もご覧いただくことができます。 

🐾長寿犬猫優良飼養者表彰 

 犬のトレーニングは、してほしい行動を「させる」のではなく、その行動を引き 

出せるように環境を「提供する」というのが今回の講演の一番伝えたいこと、主 

軸であったと思います。 

 今回の講演で多くの受講者の方の印象に残っている言葉は、「かんきょうかい 

ぜんがさき とれーにんぐはあと」ではないでしょうか。「犬ができないのではな 

く、できない環境になっている」「問題行動をするのではなく、適切な行動できな 

い環境になっている」「犬の行動には必ず原理や原因があり、それを改善し、環境 

を整えることで適切な行動を引き出す」このような環境と行動の関係性に目を向ける重要性を、イラスト・グラ

フ・写真・実例を用いて説明してくださり、難しい内容だったのですが、楽しく学ぶことができました。 

 しかし、相談内容の例を聞いても何をどう改善すればよいのか、どの環境に問題があるのかの推測が、まだ困

難であったため、まだまだ犬への理解が浅いことを実感しました。一緒に暮らしている犬であれば尚更、当たり

前だった環境に疑問を持つことの難易度は高いはずです。なので、多角的な視点を持ち、「当たり前の環境」とい

う固定概念を取り除くために、様々な知識を蓄え、経験を積み、動物やその周りの環境への理解を深めたいと思

いました。また、この講演を９月２４日から１０月２３日まで見逃し配信を行ったところ、４０２４回の視聴があり、

大変多くの方に、関心を持っていただきました。 

🐾2023うちの子自慢フォトコンテスト優秀作品  

🐾ペット防災対策・保護犬、保護猫の飼い方講習会を開催しました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

言葉を話すことができない動物たちの診療は、想像以上に難解であることが多いものです。 

小児科の診療に親の協力が必須であることと同様に、動物たちの診療には飼い主（オーナー）さんの協力が欠か

せません。動物病院に足を運んだ際オーナーさんたちが、我が子のためにしてあげられることをいくつか紹介し

たいと思います。これらのポイントを押さえていただくことで、よりスムーズな診療に繋げていくことができ、さら

にはそれが、診療に訪れた動物たちにとっての大きなメリットになります。 

愛犬・愛猫の診察・治療がスムーズにできるために 
草津犬猫動物病院  

獣医師 片伯部 健吾 

 診察室に入ると緊張してしまいうまく話せなかったり、伝え忘れたりすることが多々

起こるものです。特に経過が数日にわたる場合や、複雑である時は、その症状や様子、

行動記録をメモにして準備しましょう。時系列化されているとよりわかりやすいです

し、診察時に獣医師にそのメモを渡しても良いかと思います。 

様子を記したメモを持参しましょう 

            令和５年１０月２９日（日）米原市立柏

原中学校でペット災害対策講習会を開

催しました。 

            災害時にペットと離れ離れになって 

しまった時のために、迷子札など所有

者明示が大切になることや、ハウストレーニングをし

ておくことで、避難所での生活に役立つことなど、普

段からしつけをしておくことの大切さなどをお話させ

ていただきました。 

🐈最長寿猫表彰者🐈 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

長浜市 宮川 進 様 

【猫の名前】さばきち（雑種・メス） 

【猫の年齢】２０歳９ヶ月齢 

  

令和５年度 長寿犬・猫優良飼養者表彰 

  家族の一員として、長年にわたり愛情と責任をもって適正に飼養されている模範的な飼養者の方々に「長寿

犬・猫優良飼養者表彰」を行いました。今年度は長寿猫飼養者５名、長寿犬優良飼養者２６名が受賞されました。 

🐶最長寿犬表彰者🐶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長浜市 藤田 悦子 様 

【犬の名前】モカ（雑種・メス） 

【犬の年齢】１９歳６ヶ月齢  

○湖南市 青木 さち子様 

【猫の年齢】２０歳齢 

○大津市 金城 元一 様 

【猫の年齢】１８歳齢 

○大津市 西谷 真嗣 様 

【犬の年齢】１６歳５ヶ月齢 

○大津市 島 博 様 

【犬の年齢】１６歳３ヶ月齢 

○大津市 上田 喜之 様 

【犬の年齢】１６歳２ヶ月齢 

○大津市 佐野 司朗 様 

【犬の年齢】１６歳２ヶ月齢 

○大津市 森 恵子 様 

【犬の年齢】１６歳２ヶ月齢 

○大津市 成瀬 真希 様 

【犬の年齢】１６歳齢 

○野洲市 東山 八州生 様 

【犬の年齢】１６歳齢 

 

◆大型犬の部 

○大津市 永久 智秋 様 

【犬の年齢】１４歳１０ヶ月齢 

○守山市 中島 麻野 様 

【猫の年齢】１７歳齢 

○大津市 中原 徹 様 

【猫の年齢】１７歳齢 

○近江八幡市 阿加井 礼 様 

【犬の年齢】１７歳齢 

○大津市 安本 隆幸 様 

【犬の年齢】１６歳１１ヶ月齢 

○高島市 日花 良子 様 

【犬の年齢】１６歳１１ヶ月齢 

○大津市 上野 薫 様 

【犬の年齢】１６歳１１ヶ月齢 

○大津市 田中 敏和 様 

【犬の年齢】１６歳９ヶ月齢 

○野洲市 中川 裕美 様 

【犬の年齢】１６歳８ヶ月齢 

○大津市 義村 泰子 様 

【犬の年齢】１６歳７ヶ月齢 

○大津市 西條 百合子 様 

【犬の年齢】１６歳５ヶ月齢 

○野洲市 西村 知宏 様 

【犬の年齢】１６歳５ヶ月齢 

 

◆小・中型犬の部 

○米原市 波多野 絵里 様  

【犬の年齢】１９歳４ヶ月齢 

○湖南市 大西裕佳 様 

【犬の年齢】１８歳１０ヶ月齢 

○大津市 山村 敏夫 様 

【犬の年齢】１８歳６ヶ月齢 

○湖南市 大西裕佳 様 

【犬の年齢】１８歳齢 

○高島市 野口 好子 様 

【犬の年齢】１７歳８ヶ月齢 

○甲賀市 亀田 純代 様 

【犬の年齢】１７歳７ヶ月 

○草津市 中森 清隆 様 

【犬の年齢】１７歳４ヶ月齢 

○大津市 水登 智子 様 

【犬の年齢】１７歳４ヶ月齢 

○大津市 上田 恵子 様 

【犬の年齢】１７歳３ヶ月 

 

長寿猫優良飼養者 

長寿犬優良飼養者 長寿犬猫優良飼養者表彰式後の記念撮影 

  動物たちの状態を言葉で説明しようとしても、うまく伝わらないこ

とがあります。例えば、便や吐物の状態などを伝える時などは、言葉

よりも画像の方が遥かに端的に伝わります。また、不可解と思われた

行動なども、動画などに収めることができれば、それを見せる方がス

ムーズです。良いタイミングで動画などに収められない場合でも、今

はインターネットにたくさんの動画がありますので、そこから類似の動

画を選んで、獣医師に見せることもできます。多くの人が、携帯電話

やスマートフォンを持つ時代ですから、是非とも活用していただきた

いと思います。 

写真や動画を活用しましょう 

  我が子の健康も心配ですが、もうひとつの心配事が、診療費。医療が発達するにつれ

て、診療にかかる費用が高額化してきていることも事実です。でも費用のことって、なんと

なく聞き辛いもの…。それは獣医師側も同じだったりします。まず、費用の心配があれば、

早めに聞いておくようにしましょう。それによって気分を害する獣医師はいませんし、むし

ろコミュニケーションをとっておいた方が、獣医師も進めやすかったりします。 

お金の疑問は早めに解決！ 

 ここに挙げたことは一部でありますが、少し意識していただくことで、オーナーさん、獣医師双方が協力しあっ

て、動物たちの健康に取り組むことができるのではないかと思います。 

 令和５年１０月２８日（土）、２９日（日）、１１月１１

（土）、１２日（日）長浜えきまちテラス「いぬ・ねこ・に

んげん しあわせフェスタ」が開催され、イベントの

一部として「保護犬・保護猫の飼い方講習会」を行

いました。 

  同時に保護犬・保護猫の譲渡 

会が開催されていたこともあり、 

４日間で総勢２７組、６０名の方 

に受講していただきました。 

ペット防災対策講習会（米原市）・保護犬・保護猫の飼い方講習会（長浜市）を開催しました 


